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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ピストンシリンダー機構の作動により圧縮エアを生成し、上記圧縮エアをバレルに装填さ
れている弾丸にノズルから噴射し発射するようにした模擬銃において、　ピストンシリン
ダー機構の可動部の動作に伴ってインターノズルを後退させ、ノズル前方に通じる給弾口
を開口するために、上記可動部の動作をインターノズルに伝える連絡部材を具備し、　連
絡部材は上記可動部側とノズル側に分割された複数個の部分から成り、　ノズル側部分と
可動部側部分は一体化して後退することで給弾口を開口し、ノズル側部分は後退を継続す
る可動部側部分と切り離されたのちに、一定時間開口状態が保持され、その後、可動部側
部分の前進によりノズル側部分と一体化するように係合機構により係脱可能に構成され、
前記係合機構はノズル側部分に設けられた係合部と、銃本体側に設けられた傾斜面を有す
る係合解除部とから構成され、ノズル側部分が前進限界にあるときにその位置から所定距
離後方の位置に係合解除部が位置しており、上記係合部は、支軸をさらに有し、
前記係合部は、前記可動部側部分に前記支軸によって回転可能に軸支され、
前記連絡部材が後退を開始し、前記係合部が係合解除部にかかると、前記傾斜面のカム作
用により前記係合部が回転することで、
前記ノズル側部分は後退を継続する前記可動部側部分と切り離されるように構成されてい
る模擬銃における給弾口開閉装置。
【請求項２】
連絡部材はピストンシリンダー機構の可動部と係合し、それと共に後退するラッチ部材を
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可動部側部分に有し、ノズル側部分はピストンシリンダー機構の前部に噴射ノズルを設け
、
前記噴射ノズルと気密にスライド可能なインターノズルを備えたノズルベースを構成して
いる　請求項１記載の模擬銃における給弾口開閉装置。
【請求項３】
模擬銃は複数個のバレルを有しており、給弾口を開口する一定時間は、複数個のバレルに
弾丸を装填するために必要な時間であることを特徴とする請求項１または２記載の模擬銃
における給弾口開閉装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ピストンシリンダー機構の作動により圧縮エアを生成し、上記圧縮エアをバ
レルに装填されている弾丸にノズルから噴射し発射するようにした模擬銃における給弾口
開閉装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　模擬銃と称される種類の銃には様々なタイプのものがあり、かつての趣味的な存在から
変貌を遂げつつある。それは、模擬銃が火薬を用いず高い安全性を有すること、また、高
品質、高精度に発達していることなどが評価された結果であると考えられる。模擬銃は、
今や実銃を補完するものとして、警察、自衛隊における訓練用途等にも広く用いられてい
る。この用途に適する模擬銃には、圧縮ガスを使用するガス銃、ピストンシリンダー機構
により生成される圧縮エアを使用するエアガンなどがあり、エアガンには手動操作による
ものの他、電動機構による電動ガンがある。
【０００３】
　電動ガンは電動モーターを動力源としてピストンシリンダー機構を駆動し、その結果、
生成された圧縮エアにより弾丸を発射する。このような電動ガンは、本願の出願人によっ
て開発された特開平３－２２１７９３（特公平７－４３２３８）号のオートマチック式エ
アガンに係る発明を嚆矢として発展したものである。上記発明に係る電動ガンは給弾を一
連の動作の内に行なうもので、シリンダーに設けられたエア噴射口の前方の給弾室に弾丸
を側方より１発ずつ供給する給弾口７を設け、一方これを開閉するシャッターを往復動可
能に配置し、前記回転ギヤの回転軸から一定半径離れた当該ギヤ上に係合部を設けるとと
もに、係合部に係合する係合手段と前記シャッターとをスライドアームにより連繋し、ス
ライドアームはスライド方向へばねによって付勢するという構成を有している。
【０００４】
　このように、電動ガンではピストンシリンダー機構と連動して給弾口を開くものである
から、給弾口の開いている時間は回転ギヤの一回転中の短秒時に過ぎないが、この構成に
よりマガジンから給弾方向へ押されている弾丸を１発給弾口に送り込むことができる。し
かしながら、上記と異なる形態を持つ模擬銃の場合、従来の方式によって得られる開口時
間では、全弾を給弾口に送り込むために十分とはいえないケースが出て来る。例えば、複
数個のバレルを有し、各バレルの装弾部に配置された弾丸を発射するために各弾丸にエア
を噴射する電動式の圧縮エア生成部を備えた電動ガンでは、各バレルの装弾部に供給され
る弾丸の通路は１箇所であるため、バレル個数分だけの時間が給弾に必要とされることに
なる。
【０００５】
　給弾口の開口時間を長引かせるにはノズルの後退時間を長く取る方法があり、その一例
には特開２００７－１２０９２０（特許第４７４５０２１）号のノズル部駆動機構に係る
発明がある。しかし、この発明はセクターギヤを小型にせざるを得ないという制約のため
に第２の歯の回転方向長さによる調節を試みたもので、１発給弾では問題ないが複数発給
弾になると対応が困難となる。加えて、ノズルはタペット部材と一体構造のため、タペッ
ト部材のストロークが長くなるとノズルの移動長さも長くならざるを得ない。そのために



(3) JP 6649361 B2 2020.2.19

10

20

30

40

50

ノズルも長大になり、スペースの問題を生じ、かつまた、生成された圧縮エアが装弾部の
弾丸に到達するまでの時間が延びる等、圧縮に伴うロスが生じるという問題があった。模
擬銃では、ＢＢ弾と呼ばれる６ｍｍの弾丸を使用した場合、特定された測定点における運
動エネルギーが３．５Ｊ／ｃｍ２を超えないことと銃砲刀剣類所持等取締法第１条の２等
の規定されている。上記の問題は、関係法規を遵守する上では何ら問題ではないが、威力
が必要以上に低下してしまっては商品としての魅力にも欠けるので、好ましいこととはい
えない。商品には、常に求められる要求を満たすべき義務がある。
【０００６】
【特許文献１】特開平３－２２１７９３号
【特許文献２】特開２００７－１２０９２０号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は前記の実情に鑑みてなされたもので、その課題は、ノズルの後退量を最小にす
るとともに、給弾口の開口時間を最短にすることである。また、本発明の他の課題は、ピ
ストンシリンダー機構の可動部側とノズルとを連絡する連絡部材を分割し、可動部側部分
の後退継続に拘らず、給弾口の開口に必要な一定時間が経過したのちノズル側部分を切離
すことで、ノズルをほぼ最小の長さのまま給弾口の開口時間を調節可能な装置を提供する
ことである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前記の課題を解決するため、本発明は、ピストンシリンダー機構の作動により圧縮エア
を生成し、上記圧縮エアをバレルに装填されている弾丸にノズルから噴射し発射するよう
にした模擬銃において、ピストンシリンダー機構の可動部の動作に伴ってノズルを後退さ
せ、ノズル前方に通じる給弾口を開口するために、上記可動部の動作をノズルに伝える連
絡部材を具備し、連絡部材は上記可動部側とノズル側に分割された複数個の部分から成り
、ノズル側部分と可動部側部分は一体化して後退することで給弾口を開口し、ノズル側部
分は後退を継続する可動部側部分と切り離されたのちに、一定時間開口状態が保持され、
その後、可動部側部分の前進によりノズル側部分と一体化するように係合機構により係脱
可能に構成するという手段を講じたものである。
【０００９】
　本発明に係る給弾口開閉装置を適用する模擬銃には、ピストンシリンダー機構の備わっ
ていることが必要であり、電動ガンはピストンシリンダー機構を備えた模擬銃の典型とい
える。しかし、本発明が電動ガンだけを対象とするものではなく、他の構造を有する模擬
銃にも適用可能であるのはいうまでもないことである。また、本発明は複数個のバレルを
有する型の模擬銃にも好適である。そのような模擬銃は、例えば、特開平１１－９４４９
５（特許第３０４５９８４）号に複数銃身用装弾装置の発明として開示されおり、その構
成を本発明の装弾部分について適用することも可能である。
【００１０】
　本発明の装置は、ピストンシリンダー機構の可動部の動作に伴ってノズルを後退させ、
ノズル前方に通じる給弾口を開口するために、上記可動部の動作をノズルに伝える連絡部
材を具備している。連絡部材はピストンシリンダー機構の可動部の動作に伴ってノズルを
後退させ、ノズル前方に通じる給弾口を開口するものであるから、従来タペット又はタペ
ット部材などと呼ばれた部材と同様の機能を果たす。しかし、単一構造の部材ではなく、
上記可動部側とノズル側に分割された複数個の部分から成ることを特徴とする。　
【００１１】
　上記ノズル側部分と可動部側部分は一体化して後退することで給弾口を開口し、ノズル
側部分は後退を継続する可動部側部分と切り離されたのちに、一定時間開口状態が保持さ
れ、その後、可動部側部分の前進によりノズル側部分と一体化するように係合機構により
係脱可能に構成されている。ノズル側部分を可動部側部分と切り離すことで、ノズルの後
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退量を最小にするとともに、給弾口の開口時間を最短に設定することができる。最小のノ
ズル後退量とは、一発の弾丸が通過するために必要な後退量である。
【００１２】
　連絡部材がピストンシリンダー機構の可動部と係合し、それと共に後退するラッチ部材
を可動部側部分に有し、ノズル側部分はピストンシリンダー機構の前部に設けられている
ノズルと気密にスライド可能なインターノズルを備えたノズルベースを構成している形態
は好ましいものである。インターノズルを備えることで、ピストンシリンダー機構のエア
噴射ノズルを介することなく給弾口の開口、弾丸の押し込み等が可能になる。
【００１３】
　係合機構はノズル側部分に設けられた係合部と、銃本体側に設けられた係合解除部とか
ら構成され、ノズル側部分が前進限界にあるときにその位置から所定距離後方の位置に係
合解除部が位置しており、上記ノズル側部分が前進限界にある位置と係合解除部の位置と
の距離を最短にし、給弾口の開口状態が保持される時間を最小とするように構成すること
ができる。つまり、本発明によれば、給弾口の開口時間をノズル側部分の前進限界にある
位置と係合解除部の位置との距離に置き換えることができる。
【００１４】
　本発明は、複数個のバレルを有しており、給弾口を開口する一定時間は、複数個のバレ
ルに弾丸を装填するために必要な時間であることを特徴とする模擬銃に特に好適である。
複数個のバレルには、その後端部にて、給弾口を通じて弾丸が１発ずつ供給されるが、そ
の具体的構成として、従来の複数銃身用装弾装置の発明を適用可能であることは前述した
とおりである。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明は以上のように構成され、かつ、作用するものであるから、ノズルの後退量を最
小のまま給弾口の開口時間を調節可能にすることができ、ピストンシリンダー機構の一回
の動作で、複数個の弾丸の給弾に必要な時間、給弾口を開口することができるという効果
を奏する。また、本発明によれば、ピストンシリンダー機構の可動部側とノズルとを連絡
する連絡部材を分割し、可動部側部分の後退継続に拘らず、給弾口の開口に必要な一定時
間が経過したのちノズル側部分を切離すことで、ノズルの後退量を最小のまま給弾口の開
口時間を調節可能な装置を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、図示の実施形態を参照して本発明をより詳細に説明する。図１は本発明に係る給
弾口開閉装置を適用した模擬銃Ｇを示すもので、模擬銃Ｇは複数弾発射型電動ガンが示さ
れている。模擬銃Ｇは３個のバレル１１、１２、１３を有しており、従って、圧縮エア生
成部１０は３個のシリンダー２１、２２、２３から成るシリンダーアセンブリー２０と、
３個のピストン３１、３２、３３から成るピストンアセンブリー３０及びピストンアセン
ブリー３０を駆動する電動機構４０を有して構成されている（図２等参照）。
【００１７】
　バレル後部には装弾アセンブリー５０が設けられ、その下部には着脱式のマガジン５１
が装着されている。装弾アセンブリー５０において、３個のバレル１１、１２、１３の後
端内部にそれぞれ弾丸Ｂを配置する装弾部１４が設定されており、装弾部１４には弾道調
節用のホップアップ機構１５が設けられている。また、３個のバレル１１、１２、１３の
後端外部は接続パッキング１６が覆っており、接続パッキング１６はゴム等柔軟性素材を
用いて形成されたシール性能を有するものから成る（図２、図７参照）。
【００１８】
　圧縮エア生成部１０は、複数弾発射型電動ガンＧにおいて各バレル１１、１２、１３か
ら弾丸Ｂを発射するために各弾丸Ｂに噴射するエアを生成する部分である。バレル自体は
３個が正面から見て三角形状となるように組み合わされ、電動ガンＧの内部にあってその
後方には圧縮エア生成部１０が配置されている。圧縮エア生成部１０を構成する前記のシ
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リンダーアセンブリー２０、ピストンアセンブリー３０及び電動機構４０は、この順にて
ほぼ一直線状に配置されている。
【００１９】
　シリンダーアセンブリー２０は、３個のバレル１１、１２、１３の後部に位置し、エア
噴射ノズル２４を先端に有し、内部をピストン３１、３２、３３が往復運動する３個のシ
リンダー２１、２２、２３を有している。図示のシリンダーアセンブリー２０は、３個の
パイプ部材２５と、各パイプ部材２５を先端部にて固定する前部固定部材２６と、各パイ
プ部材２５を後端部にて固定する後部固定部材２７を有して構成されている（図３、図４
参照）。
【００２０】
　上記エア噴射ノズル２４は前部固定部材２６に設けられており、後部固定部材２７には
ピストンの挿入口２５ａが開口している。噴射ノズル２４は、パイプ取り付け部材２５ｂ
の正面に設けられており、パイプ取り付け部材２５ｂは前部固定部材２６の後面に止め具
２５ｃにて取り付けられている。上記パイプ取り付け部材２５ｂは、パイプ部材２５の内
部に嵌め合わされる位置関係にて、シール手段２６ａを用いて気密に組み立てられている
（図４Ｂ）。
【００２１】
　図示の実施形態に示されているように、装弾部１４とエア噴射ノズル２４との間にはイ
ンターノズル２８が配置され、インターノズル２８は、ノズルベース２９により前後方向
へ移動可能に設けられている。インターノズル２８は噴射ノズル２４に対して気密的に摺
動し、圧縮エア生成部１０にて生成された圧縮エアを弾丸に噴射する位置にある。インタ
ーノズル２８は、ノズルベース２９の立ち上がり部２９ａに取り付けられ、模擬銃Ｇの本
体に前進後退可能に組みこまれている。ゆえに、本願発明の装置では、ノズルが噴射ノズ
ル２４とインターノズル２８とによって構成され、可動部の動作が伝えられるノズルには
インターノズル２８が該当する。
【００２２】
　従って、インターノズル２８は、後述するピストン３１、３２、３３の後退動作に伴っ
て、ラッチ部材４９との係合により後退し、ノズルベース２９に作用する付勢手段２９ｂ
のバネにより前進する（図２参照）。そして、その先端は接続パッキング１６に対しても
気密的に摺動し、接続パッキング１６から離れて、弾丸Ｂがバレル後端部に押し上げられ
る隙間すなわち給弾口を開口するために後退し、その後、弾丸Ｂを装弾部１４に押し込む
ために前進するように構成されている。
【００２３】
　上記エア噴射ノズル２４は、３個のシリンダー２１、２２、２３の各パイプ部材２５、
２５、２５の中心に寄った位置に設けられている。これは図示の例における複数個のバレ
ル１１、１２、１３が３個であるために、バレルよりも大径となるシリンダーパイプの中
心と合わせることができないために取られた対策である。よって、エア噴射ノズル２４、
２４、２４の位置は、バレルとシリンダーパイプの中心の位置との関係から決められる。
【００２４】
　上記ピストンアセンブリー３０は、各シリンダー２１、２２、２３の内部を往復運動し
て圧縮エアを生成する３個のピストン３１、３２、３３を有している。また、これら３個
のピストン３１、３２、３３は、後方の結合部３４にて一か所にまとめられ、また、往復
運動方向に沿ったラック３６を有する１個のピストン軸３５を結合部と一体に設けて構成
されている。
【００２５】
　３個のピストン３１、３２、３３は、結合部３４に融通性をもって結合され、それによ
りピストン３１、３２、３３とシリンダー内壁面との間のシール性能が維持されるように
構成されている。つまり、ピストンシリンダー機構を構成するピストンとシリンダーは、
それらの位置関係又は嵌合の精度の高い方が高圧縮率を得易く、それにはそれぞれの軸芯
も高精度で一致していなければならない。しかし、或る程度の融通性を持たせることによ
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って、過度の精度を必要とせずに、高い圧縮率を得ることができる。
【００２６】
　上記の融通性を与えるため、本発明はピストン３１、３２、３３を細長いロッド３７、
３７、３７の先端にそれぞれ設けるとともに、各ロッド３７を後方の結合部３４にて可動
的に軸止するという構成を取っている。図示の実施形態では、ピストン往復運動方向に対
して各ロッド３７を左右方向の支軸３７ａを用いて軸止し、全てのロッド３７が、例えば
上下方向へ可動であるように構成されている。なお、ピストン３１、３２、３３には図示
されたＯ－リングをシール部材３８として用いて気密を維持している。
【００２７】
　ピストンシリンダー機構が三組から成る実施形態では、前記したようにピストンアセン
ブリー３０は正面から見て三組が三角形状に組み合わされ、その三組の中心部よりも下方
にずれた位置関係をもって結合部３４にピストン軸３５が配置されており、下方にずれた
部分の上部にラック３６が位置するように構成されている。このため、ラック３６の位置
が三組の中心部に近くなり、電動機構４０の出力ギヤ４１の配置空間３９を稼ぐことがで
きるとともに、出力ギヤ４１による駆動力も、中心線上に近い位置から、より効率的に伝
達されるようになる。
【００２８】
　上記電動機構４０はピストンアセンブリー３０を後退させるとともに弾性部材４２を蓄
圧し、蓄圧の解放によりエアを圧縮するために、ラック３６と噛合うセクターギヤ４１を
駆動するように構成されている。詳細な図６を参照して説明すると、４３は電動機即ちモ
ーター、４４はその回転軸に取り付けたピニオン、４５はそれと噛合う数段のギヤから成
る減速歯車組を示しており、セクターギヤ４１は円周の一部にギヤを有している。即ち、
セクターギヤ４１はラック３６と噛み合ってピストンアセンブリー３０を後退させる有歯
部４１ａと、噛み合わずにピストンアセンブリー３０を前進可能にする無歯部４１ｂとを
有している。
【００２９】
　ピストン軸３５は中空構造を有し、中空内部のコイルばねとして示された弾性部材４２
によって前進方向へ付勢されている。上記コイルばねから成る弾性部材４２は一端がピス
トン軸中空内部の前端に接し、他端は電動機構４０の内部に設けられているピストン移動
部４６である空所の後端にて支えられる。４７は凹凸構造から成るガイド部であり、ピス
トン軸３５の側面長手方向に設けられ、銃本体側に設けられた凹凸構造から成る係合相手
の突部４６ａと係合し、直進のガイドとして機能する。
【００３０】
　本発明に係る複数弾発射型電動ガンＧには、上記の他、図示しない電源電池や電源電池
と電動機４３を結ぶ回路、電源のオン・オフのためのスイッチ等、電動ガンとして作動上
必要な機構が備わっているものとする。なお、符号１８はスイッチ、１９は３個のバレル
を収めたアウターバレル、４８は発射モード選択のためのセレクター、４９は前に触れた
ラッチ部材を示す。ラッチ部材４９はノズルベース２９の後端に上下可能な係合手段とし
て支軸２９ａにより軸止されており、ピストン軸３５に設けられている係合相手部４９ａ
との係合により後退可能であり、かつ、銃本体側に設けられている、解除部４９ｂとの接
触により上記係合を解除可能に構成されている。４９ｃはバネを示しており、ラッチ部材
４９を係合相手部４９ａとの係合方向へ付勢する手段である（図２参照）。なお、ノズル
ベース２９には前方への付勢手段としてバネ２９ｂが作用しており、供給された弾丸Ｂを
装弾部１４へ押し出すように構成されている。
【００３１】
　本発明の模擬銃における給弾口開閉装置６０は、バレル後部に位置する装弾アセンブリ
ー５０と圧縮エア生成部１０にまたがって設けられている（図１、図２参照）。下部には
着脱式のマガジン５１が装着されており、給弾口に接続する供給路５１ａを通じて、弾丸
Ｂは１発ずつ上方に押し上げられ、弾丸供給部５３に供給される。弾丸供給部５３は、装
弾アセンブリー５０の後部に位置しており、供給された弾丸Ｂを受け止める受け部材５４
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を内部に有する。受け部材５４は上部中央１か所と下部左右２か所に斜面を有する計３箇
所の受け部５５、５５、５５を有しており、付勢手段であるバネ５６によって下方すなわ
ち弾丸Ｂの押し上げ力に対向するように押されている（図８参照）。なお、受け部材５４
にて受け止められた３発の弾丸Ｂは互いに近接配置されており、その内の下部の２発は、
供給路５１ａから押し上げられる次弾によって支えられている。
【００３２】
　弾丸供給部５３は３か所の開口５７、５７、５７によって前後に貫通しており、各開口
５７にはインターノズル２８の先端部が入り込み得る。すなわち、開口５７は３か所とも
３個のバレル後端内部にそれぞれ位置する装弾部１４及び３か所の受け部５５と、配置が
完全に一致するように設定されている。従って、インターノズル２８の前進により、３か
所の受け部５５はその斜面の傾斜分力によって押し上げられ、バネ５６によって押し戻さ
れるが、この押し上げ、押し下げの間に３個の弾丸がフリーになり、その瞬間にインター
ノズル２８の先端によって３個の弾丸Ｂが押し出され、バレル１１、１２、１３の後部の
装弾部１４に送り込まれるように構成されている。なお、この部分の具体的構成は前述し
た複数銃身用装弾装置の発明にも記載されており、その記載に基づいて実施することも可
能である。
【００３３】
　給弾口開閉装置６０は、ピストンシリンダー機構の可動部６１であるピストンの動作に
伴ってノズルを後退させ、ノズル前方に通じる給弾口６２を開口するために、上記可動部
６１の動作をノズルに伝える連絡部材６３を具備している。ここで、ノズルは前記の通り
インターノズル２８を指しており、装弾部１４とエア噴射ノズル２４との間に配置されて
いる。インターノズル２８は装弾部１４と噴射ノズル２４に対して気密的に摺動し、圧縮
エア生成部１０にて生成された圧縮エアを弾丸に噴射する位置にあり、ノズルベース２９
により前後方向へ移動可能に設けられている。また、インターノズル２８は、ノズルベー
ス２９の立ち上がり部２９ａに取り付けられ、模擬銃Ｇの本体に前進後退可能に組みこま
れている（図９参照）。
【００３４】
　連絡部材６３には、装弾部１４とエア噴射ノズル２４とを連絡するノズルベース２９が
用いられている。本実施形態では、連絡部材６３として上記ノズルベース２９をノズル側
と可動部側の前後の部分２９－１、２９－２に分割した構成を有する。ノズル側部分２９
－１と可動部側部分２９－２は一体化して後退することで給弾口６２を開口し、ノズル側
部分２９－１は後退を継続する可動部側部分２９－２と切り離されたのちに、一定時間開
口状態が保持され、その後、可動部側部分２９－２の前進によりノズル側部分２９－１と
一体化するように係合機構６５により係脱可能に構成されている。
【００３５】
　係合機構６５はノズル側部分２９－１に設けられた係合部６４と、銃本体側部分２９－
２に設けられた係合解除部６６とから構成され、ノズル側部分２９－１が前進限界にある
ときにその位置から所定距離後方の位置に係合解除部６６が位置している。係合部６４は
可動部側部分２９－２に支軸６４ａによって回転可能に軸支されるとともに、その前部の
係合端６７によってノズル側部分２９－１の係合端２９ｃと係合する。また、その後部の
係合相手部６８にて銃本体側に摺接するようにバネ６９を用いて付勢されている（図１０
Ａ参照）。係合端２９ｃは凹凸構造の一部として、ノズル側部分２９－１の後端部付近に
形成されており、係合端６７との接触部に面取りが施されて再係合を容易にしている。な
お、係合部６４はバネ６９により銃本体側の上段６６ａ及び下段６６ｂに摺接するように
加圧され、上段６６ａに摺接する状態では前部の係合端６７がやや浮き気味になる（図１
０Ｂ参照）。
【００３６】
　本発明に係る給弾口開閉装置では、上記ノズル側部分２９－１が前進限界にあるときの
係合部６４の係合相手部６８の位置Ｐ１と、係合解除部６６の位置Ｐ２との間の距離Ｄを
最短とすることによって、給弾口６２が開口され一定時間開口状態が保持される時間が最
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小となるように設定される。これによって、複数個のバレル１１、１２、１３に弾丸Ｂを
装填するために必要な時間を長引かせることなく給弾することが可能になる。なお、ノズ
ル側部分２９－１が前進限界にあるとき、インターノズル２８の先端は、弾丸供給部受け
部材５４を通過して装弾部１４に達している。
【００３７】
　図示の実施形態では、ノズルは正面から見て三組が三角形状に組み合わされており、弾
丸Ｂがその三組の中心に相当する位置に三角形の底辺側から供給される構成であるので、
上記三個のインターノズル２８の中心部に突軸７０を配置し、弾丸Ｂが入り込まないよう
に構成されている。模擬銃Ｇは複数個のバレル１１、１２、１３を有しており、本発明は
弾丸供給のために一箇所の給弾口を開口する一定時間が複数個のバレル１１、１２、１３
に弾丸Ｂを装填するために必要な時間であることを特徴とする。
【００３８】
　このような構成を有する、本発明の模擬銃における給弾口開閉装置の作動について、説
明する。図１１Ａは待機状態であり、この状態でトリガー１７を引くとスイッチ１８がオ
ンになり、図示していない電気回路により電動機構４０が作動状態になる。そこで、電動
機４３が作動し回転を開始すると、減速歯車組４５をの末端の出力ギヤ４１が回転するこ
とで、それと噛み合っているラック３６が後退を開始する。３個のピストン３１、３２、
３３が各シリンダー２１、２２、２３の内部にて後退することにより、それに伴って、弾
性部材４２の圧縮が開始される。
【００３９】
　ピストン３１、３２、３３の後退に伴い、連絡部材６３の後端にあるラッチ部材４９が
係合相手部４９ａと係合すると、連絡部材６３が一体となって後退を開始する。連絡部材
６３の後退開始後、係合部６４の相手係合部６８が係合解除部６６にかかると、その傾斜
面のカム作用により係合部６４が図中反時計方向に回転し、ノズル側部分２９－１の係合
端２９ｃとの係合が解除される（図１１Ｂ）。よって、連絡部材６３はノズル側部分２９
－１が、後退を継続する可動部側部分２９－２と切り離され、インターノズル２８は噴射
ノズル２４の前面まで後退し、給弾口６２が開口する。図１１Ｂがこの状態であるが、そ
の詳細は図１０Ｂに拡大されている。
【００４０】
　ノズル側部分２９－１が切り離された後も、ピストン３１…と連動する可動側部分２９
－２は後退を継続する。その間に、弾丸Ｂは開口した給弾口６２から押し上げられ、受け
部材５４の後方へ傾斜している三か所の受け部５５に誘導され停止する。後退の継続によ
り、ラッチ部材４９が銃本体側に設けられている解除部４９ｂと接触し、それにより上記
係合が解除されるので、可動部側部分２９－２はなお後退するピストン３１…から分離さ
れる（図１２Ａ）。その結果、可動部側部分２９－２はバネ２９ｂの作用により前進に転
じて、再度、ノズル側部分２９－１と一体化し、ノズル側部分２９－１が前方へと押し出
される（図１２Ｂ）。
【００４１】
　ノズル側部分２９－１が前方へ移動し、停止していたインターノズル２８の先端が傾斜
面にて当たっていた受け部５５に分力が及び、その結果、受け部材５４が押し上げられ、
インターノズル２８はそれぞれの先端にて弾丸Ｂをバレル後端の装弾部１４に押し込むこ
とになる。このとき、インターノズル２８が先に、弾丸Ｂに当たるようにすると噛み込み
を生じる恐れがあるため、上記のように一旦受け部材５４を作用力で押し上げ、そののち
弾丸Ｂを装弾部１４に装填するように構成されている（図１３Ａ）。
【００４２】
　出力ギヤ４１がさらに回転し無歯部４１ｂに移ると、有歯部４１ａとラック３６との噛
み合いが外れ弾性部材４２の蓄圧が一挙に解放される（図１３Ｂはピストン３１…が後退
限界の達した状態を示している。）。そのため、ピストンアセンブリー３０が瞬時に前進
に切り換わり、シリンダー２１、２２、２３の内部の空気が圧縮され、３個の噴射ノズル
２４、２４、２４から３個の弾丸Ｂ、Ｂ、Ｂに向けて噴射される。その結果、全ての弾丸
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Ｂは各装弾部１４に保持された状態を脱してバレル内部を移動し銃口から発射されること
になる。このように、ノズルを構成する噴射ノズル２４及びインターノズル２８はともに
ほぼ同等の長さであり、内容積は従来のノズルと変わらないので威力を低下させる恐れも
ない。
【００４３】
　本発明はこのように構成され、可動部６１の動作をノズルに伝える連絡部材６３を上記
可動部側部分２９－１とノズル側部分２９－２に分割し、ノズル側部分と可動部側部分は
一体化して後退することで給弾口６２を開口し、ノズル側部分は後退を継続する可動部側
部分と切離したのちに、一定時間開口状態が保持されることで、ノズルの後退距離をほぼ
最小としたまま給弾口の開口時間を長引かせることがないようにしたものである。よって
、模擬銃の形態に拘らず適用可能であり、給弾に要する時間を最小とすることができると
いう画期的な成果をもたらすものである。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
【図１】本発明に係る給弾口開閉装置を適用した模擬銃の一例を示す側面説明図である。
【図２】同じく模擬銃の要部を拡大して示す断面説明図である。
【図３】同じくシリンダーアセンブリーとピストンアセンブリーを分解して示す斜視図で
ある。
【図４】同じくシリンダーアセンブリーを示すもので、Ａは側面図、Ｂは中央縦断面図で
ある。
【図５】同じくピストンアセンブリーを示す側面図である。
【図６】同じくピストンアセンブリーから電動機構へかけての部分を示す説明図である。
【図７】同じくシリンダーアセンブリーから装弾アセンブリーにかけての部分を示す拡大
断面図である。
【図８】同じく装弾アセンブリーを分解して示す斜視図である。
【図９】同じく連絡部材及びそれと他部分との関係を示す断面説明図である。
【図１０】同じく係合機構を拡大して示すもので、Ａは待機中の係合状態、Ｂは係合が解
除された状態をそれぞれ示す断面図である。
【図１１】本発明に係る給弾口開閉装置を適用した模擬銃の作動を示すもので、Ａは発射
準備完了状態、Ｂはトリガーを引いた状態をそれぞれ示す断面説明図である。
【図１２】同じく作動を示すもので、Ａはラッチ部材が解除される直前状態、Ｂはラッチ
部材の解除後連絡部材が前進を開始した状態をそれぞれ示す断面説明図である。
【図１３】同じく作動を示すもので、Ａは連絡部材の前進に伴いインターノズルにより弾
丸が装弾部へ装填される状態、Ｂは弾丸が発射された後の状態をそれぞれ示す断面説明図
である。
【符号の説明】
【００４５】
　１０　圧縮エア生成部
　１１、１２、１３　バレル
　１４　装弾部
　１５　ホップ機構
　１６　接続パッキング
　１７　トリガー
　１８　スイッチ
　１９　アウターバレル
　２０　シリンダーアセンブリー
　２１、２２、２３　シリンダー
　２４　噴射ノズル
　２５　パイプ部材
　２６　前部固定部材



(10) JP 6649361 B2 2020.2.19

10

20

30

　２７　後部固定部材
　２８　インターノズル
　２９　ノズルベース
　３０　ピストンアセンブリー
　３１、３２、３３　ピストン
　３４　結合部
　３５　ピストン軸
　３６　ラック
　３７　ロッド
　３８　シール部材
　３９　ギヤ配置空間
　４０　電動機構
　４１　セクターギヤ
　４２　弾性部材
　４３　電動機
　４４　ピニオン
　４５　減速歯車組
　４６　ピストン移動部
　４７　ガイド溝
　４８　セレクター
　４９　ラッチ部材
　５０　装弾アセンブリー
　５１　マガジン
　５３　弾丸供給部
　５４　受け部材
　５５　受け部
　５６　バネ
　６０　給弾口開閉装置
　６１　可動部
　６２　給弾口
　６３　連絡部材
　６４　係合部
　６５　係合機構
　６６　係合解除部
　６７　係合端
　６８　係合相手部
　６９　バネ
　７０　突軸
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